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(57)【要約】
【課題】取付部材を被取付部材に取り付けたときに、作
業者がクリック感（節度感）を得ることができる締結具
を得る。
【解決手段】ドアトリム６０をドアインナーパネル６２
に向けて押圧すると、係止爪が取付孔６４の孔縁部６４
Ａに係止されることで、脚部１６がドアインナーパネル
６２に固定される。さらに、フランジ部材１４の外周縁
４６がドアインナーパネル６２に当り、フランジ部材１
４は第１円盤部２０によりドアインナーパネル６２へ向
って押圧される。そして、フランジ部材１４に形成され
た板片５２が、脚部１６に形成された凸部４０へ当って
弾性変形して撓み、板片５２が、凸部４０を乗り越える
と板片５２は、弾性復帰する。このように、ドアトリム
６０をドアインナーパネル６２に取り付けたときに、板
片５２が凸部４０を乗り越えて弾性復帰することで、作
業者がクリック感（節度感）を得ることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被取付部材に形成された取付孔に挿入される脚部と、前記脚部の周面に設けられ、前記
取付孔の孔縁部に係止される複数個の係止爪と、前記脚部の端部に設けられ、前記被取付
部材に取り付けられる取付部材が固定される固定部と、前記脚部の周面に設けられる節度
部と、を備える本体部材と、
　前記本体部材に備えられた前記脚部に挿通されると共に、前記脚部が前記被取付部材に
形成された取付孔に挿入されて前記取付部材が前記被取付部材に取り付けられると、前記
被取付部材へ押圧されるフランジ部材と、
　前記フランジ部材に形成され、前記フランジ部材が前記被取付部材へ押圧されると前記
節度部を乗り越える乗越部と、
　を備えた締結具。
【請求項２】
　前記節度部は、前記脚部が前記被取付部材の取付孔に挿入されても、前記被取付部材に
当接しない位置に設けられる請求項１に記載の締結具。
【請求項３】
　前記節度部は、前記脚部の周面から突出する凸部であって、
　前記乗越部は、前記フランジ部材の挿通口の口縁から中心側へ延び、前記凸部を乗り越
える板片である請求項１又は２に記載の締結具。
【請求項４】
　前記脚部に挿通される前記フランジ部をガイドするガイド部が前記脚部の長さ方向に延
びて前記脚部の周面に突設して設けられ、
　前記フランジ部材には、一対の前記板片が設けられ、この一対の前記板片の間に前記ガ
イド部にガイドされる凹部が形成される請求項３に記載の締結具。
 
 
 
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、取付部材を被取付部材に取付ける締結具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に記載の締結具には、被取付部材の取付孔に挿入される脚部が設けられてお
り、さらに、この脚部の周面には、取付孔の孔縁部と係止する多数のヒレ状の係止爪が設
けられている。
【０００３】
　この構成により、締結具の脚部を取付孔に挿入すると、いずれかの係止爪が取付孔の孔
縁部と係止することで脚部の抜き出しを阻止し、これにより、脚部と取付孔の係止状態が
確保されるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実公昭６０－１７５２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の締結具では、脚部の挿入が不十分である場合でも、多数の係止爪
のどれかが取付孔の孔縁部に係止されるため、作業者が締結具の脚部を取付孔に充分に挿
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入することができたと誤認しまう場合がある。
【０００６】
　つまり、脚部が取付孔に充分に挿入されたときのクリック感（節度感）がないため、作
業者は、係止爪によって抜き出しが阻止された脚部を充分に取付孔に挿入することができ
たと誤認し、取付部材を被取付部材に取り付けることができたと思ってしまう場合がある
。
【０００７】
　本発明は、上記事実を考慮し、取付部材を被取付部材に取り付けたときに、作業者がク
リック感（節度感）を得ることが課題である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の請求項１に係る締結具は、被取付部材に形成された取付孔に挿入される脚部と
、前記脚部の周面に設けられ、前記取付孔の孔縁部に係止される複数個の係止爪と、前記
脚部の端部に設けられ、前記被取付部材に取り付けられる取付部材が固定される固定部と
、前記脚部の周面に設けられる節度部と、を備える本体部材と、前記本体部材に備えられ
た前記脚部に挿通されると共に、前記脚部が前記被取付部材に形成された取付孔に挿入さ
れて前記取付部材が前記被取付部材に取り付けられると、前記被取付部材へ押圧されるフ
ランジ部材と、前記フランジ部材に形成され、前記フランジ部材が前記被取付部材へ押圧
されると前記節度部を乗り越える乗越部と、を備える。
【０００９】
　上記構成によれば、本体部材の固定部には、被取付部材に取り付けられる取付部材が固
定されている。そして、本体部材の脚部を被取付部材の取付孔に挿入すると、脚部の周面
に設けられた複数個の係止爪が取付孔の孔縁部に係止され、脚部の取付孔からの抜き出し
が阻止される。
【００１０】
　さらに、脚部を取付孔に押し込んで、取付部材が被取付部材に取り付けられると、フラ
ンジ部材が被取付部材に押圧される。そして、フランジ部材が被取付部材に押圧されると
フランジ部材に形成され乗越部が節度部を乗り越える。
【００１１】
　このように、取付部材を被取付部材に取り付けたときに、乗越部が節度部を乗り越える
ことで、作業者がクリック感（節度感）を得ることができる。
【００１２】
　本発明の請求項２に係る締結具は、請求項１記載において、前記節度部は、前記脚部が
前記被取付部材の取付孔に挿入されても、前記被取付部材に当接しない位置に設けられる
。
【００１３】
　上記構成によれば、節度部は、脚部が被取付部材の取付孔に挿入されても、被取付部材
に当接しない位置に設けられている。このため、クリック感をチューニングしようとして
、節度部の形状を変更しても、脚部の取付孔への挿入力が変わるのを防止することができ
る。
【００１４】
　本発明の請求項３に係る締結具は、請求項１又は２に記載において、前記節度部は、前
記脚部の周面から突出する凸部であって、前記乗越部は、前記フランジ部材の挿通口の口
縁から中心側へ延び、前記凸部を乗り越える板片である。
【００１５】
　上記構成によれば、取付部材が被取付部材に取り付けられると、フランジ部材の板片が
脚部の周面から突出する凸部を乗り越えることで、作業者がクリック感を得る。
【００１６】
　このように、簡易な構成でクリック感を生じさせることができる。
【００１７】
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　本発明の請求項４に係る締結具は、請求項３記載において、前記脚部に挿通される前記
フランジ部をガイドするガイド部が前記脚部の長さ方向に延びて前記脚部の周面に突設し
て設けられ、前記フランジ部材には、一対の前記板片が設けられ、この一対の前記板片の
間に前記ガイド部にガイドされる凹部が形成される。
【００１８】
　上記構成によれば、フランジ部材に形成された凹部が、脚部の周面に突設して設けられ
たガイド部にガイドされ、フランジ部材は所定の位置に配置される。
【００１９】
　このように、凹部をガイド部にガイドさせることで、容易にフランジ部材を所定の位置
に配置することができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、取付部材を被取付部材に取り付けたときに、作業者がクリック感（節
度感）を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１実施形態に係る締結具を示した断面図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る締結具を示した側面図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係る締結具を示した断面図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係る締結具を示した断面図である。
【図５】本発明の第１実施形態に係る締結具を示した側面図である。
【図６】本発明の第１実施形態に係る締結具を示し、脚部の長手方向に直交する直交方向
に切断した断面図である。
【図７】本発明の第１実施形態に係る締結具を示した分解斜視図である。
【図８】本発明の第１実施形態に係る締結具を示した斜視図である。
【図９】本発明の第１実施形態に係る締結具を示した斜視図である。
【図１０】本発明の第２実施形態に係る締結具を示した断面図である。
【図１１】本発明の第２実施形態に係る締結具を示した断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本発明の第１実施形態に係る締結具の一例について図１～図９に従って説明する。
【００２３】
　（全体構成）
　図７に示されるように、本実施形態に係る締結具１０は、被取付部材としてのドアイン
ナーパネル６２（図４参照）に取り付けられる本体部材１２と、この本体部材１２に取り
付けられるフランジ部材１４を備えている。
【００２４】
　さらに、本体部材１２は、ドアインナーパネル６２に成形された取付孔６４（図４参照
）に挿入される脚部１６と、脚部１６の端部に設けられ、取付部材としてのドアトリム６
０（図４参照）が固定される固定部１８を備えている。
【００２５】
　固定部１８には、所定距離を空けて配置された円盤状の第１円盤部２０と第１円盤部２
０より小径の第２円盤部２２が設けられ、第１円盤部２０と第２円盤部２２は、第２円盤
部２２より小径の円柱状の円柱部２４によって連結されている。この構成により、ドアト
リム６０の取付台座６０Ａ（図４参照）が、第１円盤部２０と第２円盤部２２に挟持され
ることで、ドアトリム６０が固定部１８に固定されるようになっている。
【００２６】
　一方、第１円盤部２０から伸びる脚部１６の周面１６Ａには、取付孔６４の孔縁部６４
Ａ（図４参照）に係止される複数個の係止爪３０が弾性変形可能に脚部１６の径方向外側
に延びるように設けられている。
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【００２７】
　係止爪３０は、脚部１６の長手方向（取付孔６４への挿入方向）に沿って所定距離を空
けて複数個設けられており、係止爪３０の基端側（脚部側）が脚部１６の先端部（図７に
示す下方）に近づくように、係止爪３０は傾斜している。
【００２８】
　この構成によって、脚部１６が取付孔６４に挿入されると、係止爪３０が弾性変形して
撓む。さらに、取付孔６４を通過した係止爪３０が弾性復帰し、弾性復帰した係止爪３０
が取付孔６４の孔縁部６４Ａに係止されること（図４参照）で、脚部１６がドアインナー
パネル６２に固定されるようになっている。
【００２９】
　さらに、図６に示されるように、係止爪３０は、平面視で四方に広がるように形成され
ており、脚部１６の周面１６Ａから脚部１６の長手方向に延びてフランジ部材１４をガイ
ドする一対のガイド部３４を境に対称に設けられている。なお、フランジ部材１４及びガ
イド部３４については後述する。
【００３０】
　ガイド部３４を境に対称に設けられた一方又は他方の係止爪３０の間には、挿入方向に
延びる断面矩形状の補強部３２が、脚部１６の周面１６Ａから突設して形成され、係止爪
３０の一端が、補強部３２に連結されている。このように、係止爪３０の一端を補強部３
２に連結させることで、係止爪３０の剛性が確保され、ドアインナーパネル６２に固定さ
れる脚部１６の固定力が所定値に保たれるようになっている。
【００３１】
　また、補強部３２の先端は、断面円弧状とされており、円孔状の補強部３２の先端が、
脚部１６を取付孔６４に挿入する際に、取付孔６４の内周面に当り、脚部１６が取付孔６
４の所定位置に挿入されるようになっている。
【００３２】
　（要部構成）
　図７に示されるように、第１円盤部２０と係止爪３０の間であって、脚部１６の周面１
６Ａには、凸状の凸部４０が、前述したガイド部３４を挟むように設けられている。
【００３３】
　図１に示されるように、ガイド部３４を挟むと共に、脚部１６から突設して設けられる
凸部４０は、第１円盤部２０と対向する上面が脚部１６の長手方向に対して直交する方向
に延びる凸部４０Ａと、凸部４０の先端部に向けて緩やかに傾斜する凸部４０Ｂとから構
成されている。
【００３４】
　そして、凸部４０の形状は、脚部１６がドアインナーパネル６２の取付孔６４に挿入さ
れてもドアインナーパネル６２に当接しないように決められている。
【００３５】
　一方、フランジ部材１４の表面４４は、フランジ部材１４の外周縁４６が第１円盤部２
０から離れるように傾斜している。さらに、図６、図７に示されるように、フランジ部材
１４の外周縁４６から中央に向ってフランジ部材１４の表面４４を分割するようにスリッ
ト４８が４個設けられている。
【００３６】
　また、図６に示されるように、フランジ部材１４の中央側には、脚部１６が挿通される
挿通口５０が形成されている。さらに、この挿通口５０の口縁５０Ａには、脚部１６が取
付孔６４に挿入されてフランジ部材１４がドアインナーパネル６２へ押圧されると凸部４
０（図１参照）を乗り超える板片５２が、中心側へ延びるように形成されている。
【００３７】
　さらに、挿通口５０へ脚部１６が挿通されると、挿通口５０の口縁５０Ａに係止爪３０
が当り、係止爪３０を弾性変形させながら脚部１６が挿通口５０へ挿通されるように、挿
通口５０の内径が決められている。つまり、脚部１６をフランジ部材１４に形成された挿
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通口５０へ挿通すると、弾性復帰した係止爪３０が障害となり、フランジ部材１４が脚部
１６から脱落しないようになっている。
【００３８】
　また、一対の板片５２が対向するように形成され、フランジ部材１４を脚部１６に挿通
すると、前述したガイド部３４にガイドされる凹部５６が板片５２の間に形成されている
。
【００３９】
　（作用・効果）
　図８に示されるように、フランジ部材１４の挿通口５０に本体部材１２の脚部１６を挿
通させる場合には、脚部１６から突設するガイド部３４にフランジ部材１４の凹部５６を
ガイドさせ、フランジ部材１４の挿通口５０へ脚部１６を挿通させる。そして、フランジ
部材１４の挿通口５０に形成された板片５２が、凸部４０を乗り超えない位置に、フラン
ジ部材１４を仮止めする。
【００４０】
　図２に示されるように、ドアトリム６０の取付台座６０Ａに、フランジ部材１４が仮止
めされた状態の締結具１０の固定部１８を取り付け、ドアトリム６０の裏面に締結具１０
を固定する。
【００４１】
　図１に示されるように、締結具１０の脚部１６の先端をドアインナーパネル６２の取付
孔６４に刺し込み、図１に示す矢印Ａ方向にドアトリム６０を押圧する。
【００４２】
　図３、図４、図５、図９に示されるように、ドアトリム６０をドアインナーパネル６２
に向けて押圧すると、脚部１６が取付孔６４に挿入され、脚部１６の周面１６Ａに形成さ
れる係止爪３０が弾性変形して撓む。さらに、取付孔６４を通過した係止爪３０が弾性復
帰し、弾性復帰した係止爪３０が取付孔６４の孔縁部６４Ａに係止されることで（図４参
照）、脚部１６がドアインナーパネル６２に固定される。つまり、ドアトリム６０がドア
インナーパネル６２に取り付けられる。
【００４３】
　一方、ドアトリム６０をドアインナーパネル６２に向けて押圧すると、フランジ部材１
４の外周縁４６がドアインナーパネル６２に当り、フランジ部材１４は第１円盤部２０に
よりドアインナーパネル６２へ向って押圧される。
【００４４】
　フランジ部材１４が第１円盤部２０によりドアインナーパネル６２へ向って押圧される
と、フランジ部材１４に形成された板片５２が、脚部１６に形成された凸部４０へ当って
弾性変形して撓み、板片５２が、凸部４０を乗り越えると板片５２は、弾性復帰する。
【００４５】
　このように、ドアトリム６０をドアインナーパネル６２に取り付けたときに、板片５２
が凸部４０を乗り越えて弾性復帰することで、作業者がクリック感（節度感）を得ること
ができる。
【００４６】
　また、作業者がクリック感を得ることで、取付ミスの発生を防止することができる。
【００４７】
　また、凸部４０の形状は、脚部１６がドアインナーパネル６２の取付孔６４に挿入され
てもドアインナーパネル６２に当接しないように決められている。このため、クリック感
をチューニングしようとして凸部４０の形状を変更しても、脚部１６の取付孔６４への挿
入力が変わるのを防止することができる。
【００４８】
　また、凸部４０Ｂの第１円盤部２０と対向する上面を凸部４０Ｂの先端部に向けて緩や
かに傾斜させることで、板片５２が凸部４０Ｂを乗り越える時に、この傾斜によりガイド
効果が得られ、フランジ部材１４がガタつきなく凸部４０Ｂを乗り越えることができる。
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【００４９】
　また、フランジ部材１４に形成された凹部５６が、脚部１６の周面１６Ａに突設して設
けられたガイド部３４にガイドさせることで、フランジ部材１４が回転するのを防止し、
容易にフランジ部材１４を所定の位置に配置することができる。
【００５０】
　また、係止爪３０の一端を補強部３２に連結させることで、係止爪３０の剛性が確保さ
れ、ドアインナーパネル６２に固定される脚部１６の固定力を所定値に保つことができる
。
【００５１】
　また、補強部３２の先端は、断面円弧状とされており、この構成により、円孔状の補強
部３２の先端が、脚部１６を取付孔６４に挿入する際に、取付孔６４の内周面に当り、脚
部１６が取付孔６４の所定位置に挿入されるようになっている。
【００５２】
　次ぎに、本発明の第２実施形態に係る締結具の一例を図１０、図１１に従って説明する
。なお、第１実施形態と同一部材については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００５３】
　図１０に示されるように、本第２実施形態の締結具８０には、脚部８２の周面８２Ａか
ら突設する凸部は設けられておらず、周面８２Ａに環状の凹部を２個形成させることで、
板片５２が乗り越える節度部８４が設けられている。
【００５４】
　この構成により、図１０に示されるように、締結具８０の脚部８２の先端をドアインナ
ーパネル６２の取付孔６４に刺し込み、ドアトリム６０の外側からドアトリム６０をドア
インナーパネル６２に向けて押圧する。
【００５５】
　図１１に示されるように、ドアトリム６０をドアインナーパネル６２に向けて押圧する
と、フランジ部材１４の外周縁４６がドアインナーパネル６２に当り、フランジ部材１４
は第１円盤部２０によりドアインナーパネル６２へ向って押圧される。
【００５６】
　フランジ部材１４が第１円盤部２０によりドアインナーパネル６２へ向って押圧される
と、フランジ部材１４に形成された板片５２が、脚部８２に形成された節度部８４へ当っ
て弾性変形して撓み、板片５２が、節度部８４を乗り越えると板片５２は、弾性復帰する
。
【００５７】
　このように、ドアトリム６０をドアインナーパネル６２に取り付けたときに、板片５２
が節度部８４を乗り越えて弾性復帰することで、作業者がクリック感（節度感）を得るこ
とができる。
【符号の説明】
【００５８】
１０　　　　締結具
１２　　　　本体部材
１４　　　　フランジ部材
１６　　　　脚部
１６Ａ　　　周面
１８　　　　固定部
３０　　　　係止爪
３４　　　　ガイド部
４０　　　　凸部（節度部）
４０Ａ　　　凸部（節度部）
４０Ｂ　　　凸部（節度部）
５０　　　　挿通口
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５０Ａ　　　口縁
５２　　　　板片（乗越部）
５６　　　　凹部
６２　　　　ドアインナーパネル（被取付部材）
６４　　　　取付孔
６４Ａ　　　孔縁部
８０　　　　締結具
８２　　　　脚部
８２Ａ　　　周面
８４　　　　節度部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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